
お知らせ
　北広島町長選挙
　北広島町議会議員一般選挙

２

連載・お知らせ
　防災最前線 ・知ってからやる鳥獣被害対策 ほか ５

連載
　健康通信・きたひろネット ８

まちの話題 
　第37回「ごはん・お米とわたし」図画コンクール ほか 10
お知らせ伝言板
　無料クーポン券によるがん検診の受診 ほか 13
高原からの花便り
　支え合い、生きていく、ネナシカズラ 16

ふれあい交流〈冬〉大崎上島町とのスキー交流

　１月31日（木）・２月１日（金）に大朝地域の小学５
年生32名と大崎上島町の５年生39名が、北広島町内
で交流を深めました。１日目は、グリーンヒルおおあ
さで４つの小学校の紹介、郷之崎神楽団の迫力ある八
岐大蛇を鑑賞しました。２日目は、大佐スキー場でス
キーを楽しみました。この大崎上島町との交流事業は、
20年以上続いています。今回交流した児童は、今年の
夏に大崎上島町で再会する予定になっています。

３
広報
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健康に関する相談窓口

問 北広島町選挙管理委員会事務局（役場総務課内）
　　　　　　IP ☎０５０ ‐ ５８１２ ‐ ２１１１

午前７時～午後６時
北広島町長選挙
北広島町議会議員一般選挙

【
投
票
で
き
る
方
】

　
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
25
年
３
月
４
日
現
在
で

引
き
続
き
３
か
月
以
上
町
内
に
住
所
を

有
し
、
か
つ
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き

住
所
を
有
し
て
い
る
満
20
歳
以
上
の
方

（
平
成
５
年
３
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）で
す
。

【
投
票
所
・
投
票
時
間
】

　
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
入
場
券
に
書
か
れ
て
い
る
投
票
所
を

確
認
し
、
投
票
時
間
内
に
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

投
票
所　
　
町
内
37
か
所
の
投
票
所

投
票
時
間　
午
前
７
時
～
午
後
６
時

【
期
日
前
投
票
】

　
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　
３
月
６
日（
水
）～
９
日（
土
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場
所　
北
広
島
町
役
場
本
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
芸
北
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
大
朝
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
平
支
所

赤ちゃんから高齢者まで、健康や介護に関すること
など、お気軽に相談ください。
☎：保健課　　　　　　　　　　IP １８５３
　　芸北ホリスティックセンター　 IP ２２３０
　　大朝保健センター　　　　　IP ２２１１
　　豊平保健福祉総合センター　IP １５０１

投票日 ３月10日(日 )

１
月
９
日（
水
）に
告
示
さ
れ
た
豊
平

土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
は
、
定
数
と

同
じ
立
候
補
者
数
で
あ
っ
た
た
め
、
無

投
票
と
な
り
、
１
月
16
日（
水
）の
選

挙
会
に
お
い
て
、
届
出
の
あ
っ
た
方
々

が
当
選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
選
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
届

出
順
）

（
定
数
40
名
）

　
西
田　
見
信　
　
　
今
田　
壽
之

　
林　
實
喜
雄　
　
　
田
新　
徳
夫

　
沖
埜　
隆　
　
　
　
吉
田　
省
悟

　
上
本　
光
秋　
　
　
山
手　
孝
文

　
道
元　
弘　
　
　
　
井
川　
稔

　
金
升　
利
行　
　
　
仲
野　
吉
也

　
山
本　
義
則　
　
　
崎
内　
正
志

　
林　
恭
吾　
　
　
　
寺
田　
明
雄

　
藤
川　
直
行　
　
　
背
戸　
義
信

　
迫
本　
哲
憲　
　
　
上
原　
哲
磨

　
桒
木　
秀
昭　
　
　
佐
々
木　
充
男

　
野
上　
正
宏　
　
　
垰　
博
信

　
岡
田　
良
人　
　
　
三
井　
利
夫

　
藤
井　
弘　
　
　
　
竹
下　
雅
士

　
金
元　
猛
夫　
　
　
河
田　
安
雄

　
三
戸　
幸
男　
　
　
田
村　
康
則

　
大
野　
龍
二　
　
　
佐
々
木　
正
則

　
上
野　
敬
三　
　
　
加
藤　
英
昭

　
上
畠　
正
則　
　
　
井
上　
房
男

　
一
川　
重
秋　
　
　
佐
々
木　
和
治

　
問
北
広
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
役
場
総
務
課
内
）

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

山
県
郡
豊
平
土
地
改
良
区

総
代
総
選
挙
執
行
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新
春
の
身
の
引
き
締
ま
る
様
な
寒
さ
の

中
、
晴
天
に
恵
ま
れ
て
、
年
頭
恒
例
の
「
平

成
25
年
消
防
出
初
式
」
を
１
月
６
日
、
千
代

田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　
式
辞
に
お
い
て
竹
下
町
長
は
、
一
昨
年
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
や
福
島
原
発
事
故

に
つ
い
て
触
れ
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
対
す
る
消
防
関
係
者
の
努
力
へ
の

感
謝
と
地
域
防
災
の
要
と
し
て
地
域
の
安
全

安
心
の
た
め
さ
ら
な
る
活
躍
へ
の
期
待
を
表

し
ま
し
た
。

　

式
は
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
へ
の
各
種
表

彰
や
来
賓
祝
辞
と
続
き
、
観
閲
及
び
分
列
行

進
の
後
、
志
路
原
川
へ
向
か
っ
て
一
斉
放
水
を

行
い
、
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

問
総
務
課
総
務
係

IP

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

◉消防庁長官表彰（永年勤続功労章）
佐々木一清
◉第 64 回日本消防協会定例表彰（勤続章）
仲川 雅利 白砂 幹男
◉広島県知事表彰（優良団員表彰）
二井　博幸 小野　八郎 石見　春三
◉広島県消防協会会長表彰（功績章）
今田　信男 前迫　尚幹 清見　宣正 前杉　雅俊
◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 25 年）
麦尾　彰 宮崎　英二 玉理　洋二 吉川　正吾 市川　竹信
岡本　善信 向井　努 沼田　真路 藤本　治幸 天玉　良
敷田　隆則 砂田　寿紀 前田　冬樹 河野　幸雄 小山　栄治
前原　誠 伊藤　一志 平田　俊文
◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 20 年）
沖田　浩二 深井　哲也 岩本　晃臣 近藤　貞治 佐古　健司
小椿　俊幸 小田　正和 宇川　克睦 武田　正親 上田　哲嗣
海口　真 香川　和彦 加藤　利昭 寺川　浩郎 本田　英治
有光　和明 五反田　篤 芥川　智成成 真倉　仁司 藤沢　博明真
大塚　英樹 頼政　孝治 沖田　誠 是角　健二 溝上　正義
泉　照樹 脇野　正和 笠間　裕昭 中村　高 中村　広
三田　照彦 前田　信行 西村　建人 齋藤　誠治 沖田　敬治
◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 15 年）
大野　裕紀 河野　通靖 水野　元 隠居　秀樹 沖中　満春
田中　大作 仲岡　修司 村竹　浩二 前山晋太郎 河野　靖和
上本　憲之 吉村　和博 村口　章博 堀田　高広 東方田了一
三國　直生 竹田　淳一 石橋　肇 藏内　哲幸 岩見　和美
大内　良三 日高　優二 高岡　紀洋 新見　亮二 引地　峰雄
山根　速人 余谷　浩司 田中　智博 胡　義博 入江　俊治
瀧下　和徳 坂田　憲治 上尾紀三弘 石神　誠 田中　淳之
多川　三友 原田　雄二 住岡　芳幸 井手端和男  堀川　淳弥
◉広島県消防協会山県支部長表彰（功績章）
岡本　茂 麦尾　彰 砂田　寿紀 胡子　信樹 山手　和彦
香川　敏行
◉広島県消防協会山県支部長表彰（表彰章）
玉理　洋二 村竹　明治 岡本　善信 洲浜　正文 中村　省吾
平田　俊文 竹村　雅之 下田　一宏

平成25年消防出初式
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あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
、
き
っ
と

あ
る
は
ず
で
す
。
消
防
団
員
大
募
集
！

　
あ
な
た
も
日
々
地
域
の
安
全
の
た
め

活
動
し
て
い
る
消
防
団
に
入
り
ま
せ

ん
か
。

　
消
防
団
は
火
災
や
災
害
時
に
家
庭
や

職
場
か
ら
駆
け
付
け
、
経
験
を
生
か
し

た
消
火
活
動
や
水
防
活
動
を
行
う
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
地
域
と
の
繋
が
り
を
活
か
し
、
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
】

北
広
島
町
消
防
団　
団
長　
花
升
隆
行

　　
北
広
島
町
消
防
団
で
は
、
現
在
19
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
団
員
７
７
０
名
（
う

ち
女
性
団
員
１
名
）
が
そ
れ
ぞ
れ
に
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

　
昔
か
ら
地
域
に
密
着
し
て
い
る
消
防

団
は
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
災
害
か

ら
人
命
と
財
産
を
守
り
続
け
て
き
た
歴

史
が
あ
り
、
地
域
住
民
か
ら
深
い
信
頼

を
得
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
は
、
消
火
活
動
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、風
水
害
時
の
水
防
活
動
、

震
災
時
の
救
出
救
護
や
避
難
誘
導
、
平

素
は
火
災
予
防
広
報
な
ど
特
に
近
年
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て

様
々
な
訓
練
を
実
施
し
、消
防
（
水
防
）

技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
と
し
て
最
も
必
要
な
の
は

「
地
域
と
の
繋
が
り
を
活
か
し
、
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
気
持
ち
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
が
消
防
団
員
と
し

て
入
団
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
総
務
課
総
務
係

IP

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

　団長　花升隆行さん　
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役
場
の
許
可
が
必
要
で
す
。

火
を
つ
け
る
10
日
前
ま
で
に

許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

↓

作
業
当
日
、
火
を
つ
け
る
前

と
火
が
消
え
た
後
に
、
最
寄

り
の
消
防
署
・
出
張
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
空
気
が
乾
燥
す
る
春
先
に
、
火
災
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ぜ
焼
き
や
野
焼
き
か
ら
広
が
る
火

災
は
、
山
林
へ
延
焼
し
や
す
い
だ
け
で

は
な
く
、
建
物
へ
燃
え
移
る
こ
と
も
あ

り
、大
切
な
財
産
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
毎
年
行
っ
て
い
る
か
ら
と
油
断
す
る

こ
と
な
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

あ
ぜ
焼
き
か
ら
の

火
災
を
無
く
そ
う
！

■
３
月
１
日
～
３
月
７
日　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

■
３
月
15
日
～
５
月
６
日　
火
災
多
発
期
特
別
警
戒

■
役
場
の
許
可
と
、
消
防
署
へ
の
届
出

　
が
必
要
で
す
。

■
火
を
つ
け
て
も
良
い
時
間
は
、「
日

　
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
」
で
す
。

■
用
意
す
る
物

・消
火
用
具（
水
バ
ケ
ツ・消
火
器
な
ど
）

■
監
視
の
ポ
イ
ン
ト

・
監
視
人
は
、
火
を
つ
け
た
ら
、
完
全

に
消
え
る
ま
で
そ
の
場
を
離
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
燃
や
す
量
や
範
囲
に
よ
っ

て
、
監
視
人
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

■
火
を
つ
け
て
は
い
け
な
い
時

・「
火
災
警
報
」ま
た
は「
強
風
注
意
報
」

が
発
令
さ
れ
て
い
る
と
き
。

◎住宅用火災警報器で助かりました！！
　早朝、石油ストーブを点火して散歩に出かけたところ、
ストーブの上にあった鍋が焦げて着火。まだ就寝中だっ
た家族が、住宅用火災警報器が鳴っているのに気づき、
消火器で消火した。（平成 24 年 12 月・島根県浜田市）

消
防
署
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
。
書
類（
電
話
可
）で
最

寄
り
の
消
防
署
、
出
張
所
に

届
出
し
ま
し
ょ
う
。

「
許
可
」が
必
要
な
も
の

・
枯
れ
草
を
集
め
ず
に
焼
く

「
届
出
」の
み
で
良
い
も
の

・
枯
れ
草
を
集
め
て
焼
く

役
場
の
許
可

消
防
署
へ
連
絡

消
防
署
へ
届
出

あ
ぜ
焼
き
な
ど
の
注
意
点

！
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
☎ 0826-72-0119
IP050-5812-1119

　



 

　
こ
ん
に
ち
は
。
広
島
県
の
み
な
さ
ん

と
獣
害
対
策
を
ご
一
緒
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
井
上
雅
央
で
す
。
紙
面
で
も

少
し
ず
つ
で
す
が
、
一
緒
に
勉
強
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
獣
害
は
住
民
の
皆
さ

ん
が
ほ
ん
の
少
し
勉
強
す
る
だ
け
で
、

解
消
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
被
害
が
起

き
て
か
ら
腹
立
ち
紛
れ
、
思
い
つ
き
の

方
法
で
や
っ
て
し
ま
え
ば
、
被
害
防
止

ど
こ
ろ
か
、
火
に
油
、
逆
効
果
の
対
策

と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
電
気
柵
の
線
、
知
ら
ず
に
地

面
か
ら
の
高
さ
を
い
い
加
減
に
張
っ
て

し
ま
え
ば
電
気
柵
で
な
く
た
だ
の「
ヒ

モ
」で
す
。
も
し
、
地
面
か
ら
の
高
さ

が
30
セ
ン
チ
だ
と
、
最
初
か
ら
お
で
こ

に
触
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
平
気
で
そ

の
ま
ま
も
ぐ
り
抜
け
ま
す
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
電
気
柵
の
線
を
く
ぐ
っ
て
餌
に

あ
り
つ
い
た
イ
ノ
シ
シ
は
、
電
気
柵
さ

え
探
せ
ば
餌
が
食
え
る
と
い
う
学
習
を

し
て
し
ま
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
が
感
電

知
っ
て
か
ら
や
る
鳥
獣
被
害
対
策

～
守
れ
る
畑
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～

【井上雅央先生】
（広島県鳥獣被害対策
 スペシャリスト）

す
る
の
は
毛
の
な
い
鼻
先
だ
け
、
感
電

さ
せ
る
た
め
に
は
一
段
目
は
地
面
か
ら

20
セ
ン
チ
と
い
う
こ
と
さ
え
知
っ
て
い

れ
ば
、
こ
ん
な
失
敗
は
し
ま
せ
ん
ね
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
沿
い
に
張
る
、
電

圧
が
３
０
０
０
ボ
ル
ト
以
下
に
落
ち
た

ま
ま
放
置
す
る
、
夜
だ
け
し
か
通
電
し

な
い
、
稲
刈
り
後
は
電
気
を
切
っ
て
し

ま
う
と
い
っ
た
基
本
的
な
誤
り
を
す

れ
ば
、
そ
の
地
域
で
電
気
柵
の
効
果

が
な
く
な
る
こ
と
も
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

【研修会の様子】

■
平
成
25
年
度  

北
広
島
町
農
業
塾

　
〈
受
講
生
募
集
〉

　
定
年
退
職
者
を
中
心
と
し
た
新
た
な

農
業
従
事
者
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
北
広
島
町
農
業

塾
を
開
講
し
ま
す
。

　
内
容
は
野
菜
作
り
や
米
作
り
の
基
礎

的
知
識
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
講
義
や

現
地
研
修
会
で
す
。

　
く
わ
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
や

受
講
の
申
し
込
み
は
、
役
場
産
業
課
、

各
支
所
産
業
建
設
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

○
募
集
人
数
　
30
人

　
申
込
み
受
付
期
間

　
２
月
25
日（
月
）～
３
月
29
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
産
業
課

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４

問
産
業
課 

IP
☎
１
８
５
７

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
中
心
と

し
た
農
作
物
等
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
、
広
島
県
鳥
獣
被
害
対

策
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
井
上
雅
央
先
生

を
招
い
て
、
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
を
中
心

と
し
た
鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会
を
開
催

し
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
大
き
な
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
く
研
修
会
の
内
容
を
皆
さ
ま
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
月
号
か
ら

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
鳥
獣
被
害
の
実
態
や
被

害
対
策
の
正
し
い
知
識
に
つ
い
て
習
得

し
て
、
今
後
の
農
作
業
に
活
か
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
研
修
受
講
者
の
感
想
】

　
み
ん
な
が
知
ら
ず
知
ら
ず
し
て
い
る

餌
付
け
の
怖
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
や
被
害
防
止
策
の

コ
ツ
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
地

域
に
持
ち
帰
っ
て
、
み
ん
な
で
勉
強
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

知
っ
て
か
ら
や
る
獣
害
対
策（
１
）

　
～
知
ら
な
け
り
ゃ
逆
効
果
～
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平成24年度「基礎・基本」定着状況調査の結果から
■「
基
礎
・
基
本
」定
着
状
況
調
査

　
こ
の
調
査
は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
学
習
状
況
・
生
活
習
慣
の
状
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
が
こ
の

調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
基

づ
い
て
指
導
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
広
島
県
で
小
学
校
５
年

生
、
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
。
今
年
度
の
北
広
島
町

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
各
教
科
の
調
査
結
果

〈
小
学
校
〉

　
国
語
、
算
数
と
も
に
、
平
均
通
過
率

75
％
を
超
え
て
お
り
、
県
の
平
均
通
過

率
も
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
基
礎

的・基
本
的
な
学
習
内
容
に
つ
い
て
は
、

定
着
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
国
語

に
お
い
て
は
、
か
な
り
定
着
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

〈
中
学
校
〉

　
国
語
、
数
学
、
英
語
と
も
に
、
平
均

通
過
率
80
％
を
超
え
て
お
り
、
県
の
平

均
通
過
率
も
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内
容
の

定
着
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
、

数
学
、
英
語
に
お
い
て
は
、
か
な
り
定

着
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

■
生
活
と
学
習
に
関
す
る
調
査
結
果

　

生
活
と
学
習
に
関
す
る
調
査
で
は
、

「
外
に
出
て
遊
ん
だ
り
、
運
動
し
た
り
し

て
体
を
動
か
し
て
い
る
」「
地
域
や
子
ど

も
会
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
」「
自
分

の
よ
さ
は
、
ま
わ
り
の
人
か
ら
認
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
」に
つ
い
て
小
中
学

生
と
も
良
好
な
結
果（
県
平
均
よ
り
５
％

以
上
）が
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
学

校
の
授
業
の
予
習
を
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
」に
つ
い
て
は
課
題（
県
平
均
よ
り

５
％
以
下
）が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

■
調
査
の
結
果
か
ら

　
本
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、学
習
内
容
、

生
活
習
慣
と
も
に
概
ね
定
着
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も
継
続

的
な
取
組
を
要
す
る
課
題
も
あ
り
ま

す
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、
こ
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
踏
ま
え
、

指
導
方
法
等
の
改
善
計
画
を
作
成
し
、

取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
と
も
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
に
対
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
１
８
６
３

可
部
連
山
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
in
あ
さ
き
た

可
部
連
山
に
挑
む
！
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　
６
月
２
日（
日
）

・
ロ
ン
グ
コ
ー
ス（
22
㎞
）　

　
午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

・
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス　
（
16
㎞
）　　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
開
催
場
所　
中
国
電
力
南
原
研
修
所

■
走
路　
広
島
県
立
自
然
公
園
南
原
峡

■
参
加
料　

・
ロ
ン
グ
コ
ー
ス　
　
６
０
０
０
円

・
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス　
４
０
０
０
円　

■
募
集
期
間　
３
月
17
日（
日
）ま
で

問
可
部
連
山
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
in
あ
さ
き

　
た
実
行
委
員
会
事
務
局　

☎
０
８
２
‐
２
０
５
‐
６
３
７
１ 

●
申
込
方
法
はhttp://runnet.jp

ま
た
は
、
主
要
ス
ポ
ー
ツ
店
、
広
島
市

の
各
区
役
所
及
び
各
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
お
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト（
募
集
要
項
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
近
隣
市
町
の

　
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト

（％）
（％）
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高齢者や心臓に病気
がある人が入浴して
いるときは、家族や
周囲の人が声をかけ
ましょう。持病（高
血圧、心筋こうそく、
脳卒中、糖尿病、てん
かんなど）がある方
は普段から注意する
よう心がけましょう。

第95回入
浴
中
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

健　
康
　
信
通
問 保健課　
IP☎１８５３

入
浴
は
、
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
効
果
的
で
す
が
、
血
圧
の
急
激
な
変
化
、

心
拍
数
の
増
加
に
伴
う
立
ち
く
ら
み
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
事
故
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

入
浴
時
の
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
！

楽しく歩いて健康づくり!

【日時】　平成25年３月25日（月）
　　　　午前10：00～12：00

【会場】　大朝保健センター

＊お誘い合わせて  お越しください。

月一ウォーキングのご案内

お風呂の中で腰痛体操！ み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

｢

ち
ょ
こ
っ
と
運
動｣

を
紹
介
し
ま
す
。

ひざを立て、両腕を風呂のふちにのせて
しっかり持つ。お尻を浮かせたような状
態で、ひざをそろえたまま、左右に倒し、
ウエストをひねる。

私
の
ち
ょ
こ
っ
と
運
動
の
紹
介

浴室内や浴槽内がす
べらないように、す
べらない専用の敷物
などを利用し、転倒
を予防しましょう。

飲酒後や食事直後の
入浴は避けましょう。

脱衣所をストーブで
あらかじめ暖めるな
ど、入浴時の温度差
を出来るだけ少なく
しましょう。
シャワーで浴そうに
給湯すれば、蒸気で
浴室内を暖めること
ができます。

お 湯 は38度 ～
41度で、20分
以上の長湯は避
けましょう。

入浴前や、入浴後には、水分補給しましょ
う。水分補給は、お水がおススメ！

浴そうは浅めで、半身浴
がおすすめです。肩には
乾いたタオルを掛けるな
どしましょう。
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きたひろネットセンター問 IP ☎７４４７

きたひろネット請求明細書の郵送停止届についてお知らせします。

　利用料金を口座振替でお支払いの方で、毎月の請求明細書の郵送停止を希望される場合は、
きたひろネットセンターまでご連絡ください。
　届出いただくと受付月の翌月から郵送を停止し、基本料金２，０００円から５０円減額にな
ります。
　この機会に紙消費量と輸送コストの削減に取り組むエコ活動にご協力ください。
　手続きをいただいた方は、インターネットから利用料金が確認できるＷｅｂ明細のサービス
がご利用になれます。

★障害についての相談会のお知らせ　
障害者手帳をお持ちの方、障害者手帳の取得を考えておられる方、また、その家族などを対象に、
相談会を行います。

　　◎手帳があるとどんなサービスが利用できる？
　　◎車イスを買うにはどうしたらいいですか？
　　◎仕事がなかなかできない。何か方法はないですか？
　　◎障害福祉サービスを受けたいが手続はどうしたらいい？　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など、どんな内容でも、ご相談ください！

相談は、地域の身体障害者相談員・知的障害者相談員・障害者専門相談員が相談内容を聞き、専
門家や専門機関などを紹介します。
相談は、無料です。お気軽にご相談ください。
★相談日・会場（時間は、いずれも午後１時～３時）

相談日 会　場 住所（北広島町） 電話（IP☎050-5812-＊）
３月11日（月） 　役場本庁 　有田1234 0826-72-2111（＊2111）
３月12日（火） 　豊平保健福祉総合センターそよかぜ 　阿坂4705 0826-84-1501（＊1501）
３月14日（木） 　芸北文化ホール 　川小田75－54 0826-35-0070（＊2070）
３月15日（金） 　大朝保健センター 　大朝2497 0826-82-2211（＊2211）

相談は、相談者の住所に関係なくどの会場でも利用できます。ご都合のよい日時の会場へお越しください。
問福祉課福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１
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きたひろしま応援隊長のフリータイムと町内のみなさん

第37回「ごはん・お米とわたし」図画コンクール
全国農業協同組合中央会会長賞を受賞
　新庄小学校3年の真田実織さんが、第37回「ご
はん・お米とわたし」作文・図画コンクールで
受賞し、１月11日（金）東京・大手町JAビルで
の表彰式に出席しました。新庄小学校では、全
校児童が地域に伝わるはやし田を伝承していま
す。昨年、農事組合法人「岩戸黒瀧」の協力に
より実際に古代米（赤米）の田植えとはやし田
を行い、心に残ったことを図画に表現しました。

第５回沖縄国際映画祭へ北広島町が出品
地元ＣＭ撮影
　地元愛を伝えるＣＭコンテストのアイディア
応募で、中野愛さんの作品が広島県代表に選ば
れました。１月13日（日）大朝のテングシデ群
落で、吉本興業の協力によりＣＭ撮影が行われ
ました。寒さの中、地元を中心に町内の子ども
から大人まで約80人が集まり、元気な笑顔が
撮影されました。

受賞作品「新庄のはやし田」と受賞者の真田さん

平成24年度農地・水保全管理対策
「芸北おおさ」が最優秀賞受賞報告
　中国四国農政局長最優秀賞を「芸北おおさ」
が受賞されました。「雲耕の絆」を合言葉に、地
域ぐるみで活動に取組むと共に「人・農地プラ
ン」を策定し、集落法人を中心とした将来の地
域農業の構造改善と持続可能な地域づくりが評
価されました。「新たな農業へのチャレンジ」を
目標に若い担い手の育成と6次産業化に向けて
今後も活動が期待されます。　

左から、岡嵜副代表、市原代表、竹下町長、壽老副代表、産業課佐渡課長

【祝】平成25年北広島町成人式
新成人169名の新しいスタート
　１月13日（日）千代田開発センターで、北広
島町成人式が行われました。町内在住者や町出
身者など、今年の対象者となる新成人223名の
うち、169名が出席しました。式典では、新成
人を代表して堀田直人さんが謝辞を述べ、伊藤
新さんが20歳のメッセージを発表。会場周辺
は久しぶりに会った友人との再会に喜びと笑顔
があふれて楽しい雰囲気に包まれていました。

新成人みなさんの今後のご活躍をお祈りします！
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伊藤新さんによる 20 歳のメッセージ

　母子家庭および父子家庭の児童に、該当児童が健やかに、かつ、たくましく生きるよう激励
することを目的とし、終了祝金（１万円）を支給します。該当の方は、３月29日（金）までに役
場福祉課または、各支所自治振興課へ交付申請をしてください。
●支給対象および支給要件
　本町に１年以上在住し、平成25年３月に中学校を卒業する母子家庭および父子家庭の児童
問福祉課子育て支援室　IP☎０５０ ‐ ５８１２ ‐ １８５１

■義務教育終了祝金

集合写真・千代田

伝承館学芸員：森悦子さんによる講演
「ふるさとの宝」も行われました。

謝辞を述べた堀田直人さん

北広島町成人式
～ご成人おめでとうございます～

集合写真・豊平

集合写真・芸北

集合写真・大朝
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夏
の
終
わ
り
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に

咲
き
誇
る
白
い
そ
ば
の
花
の
田
園
風
景

は
、
す
っ
か
り
豊
平
地
域
に
お
け
る
秋

の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
そ
ば
の
里
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
ま
で
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
作
り

上
げ
た
風
景
で
す
。
そ
ん
な
中
で
活
動

を
続
け
る「
豊
平
手
打
ち
そ
ば
保
存
会
」

を
紹
介
し
ま
す
。

◇
西
日
本
一
の
そ
ば
の
里
づ
く
り

　

豊
平
手
打
ち
そ
ば
保
存
会
は
、「
西

日
本
一
の
そ
ば
の
里
づ
く
り
」に
向
け

て
昭
和
63
年
、
約
50
名
の
会
員
で
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
そ
ば
栽
培
の
技
術
は
、

信
州
大
学
名
誉
教
授
で
農
学
博
士
の
氏

原
暉
男
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
、
そ
ば

打
ち
の
技
術
は
当
時
、
名
店「
翁
」で

日
本
一
の
そ
ば
打
ち
名
人
高
橋
邦
弘
さ

ん
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
25
年
、
そ
ば
打
ち
技
術
も

定
着
し
、
現
在
、
会
員
は
70
人
で
、
広

島
県
外
の
会
員
も
多
数
在
籍
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

◇
と
よ
む
す
め
に
よ
る
豊
平
そ
ば
の
Ｐ
Ｒ

　
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る「
そ
ば
ま
つ

り
と
よ
ひ
ら
」を
は
じ
め
、
県
内
外
で

広
く
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
地
域
の
生

産
者
の
方
々
が
わ
が
子
の
よ
う
に
大
事

に
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
そ
ば
の
新
品

種「
と
よ
む
す
め
」を

挽
き
た
て
、
打
ち
た

て
、
湯
が
き
た
て
の

「
３
た
て
」で
お
い
し

い
手
打
ち
そ
ば
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

◇
文
化
の
継
承
と
食
育

　
豊
平
地
域
の
小
学
校
で
は
、
そ
ば
の

栽
培
か
ら
そ
ば
打
ち
に
至
る
ま
で
、
保

存
会
会
員
が
定
期
的
に
学
校
に
出
向

き
、
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ば
は
地
元
の
営
農
集
団
の
方
々
と

栽
培
し
ま
す
。
種
を
鳥
に
食
べ
ら
れ
た

り
、
台
風
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

子
ど
も
た
ち
が
大
切
に
育
て
ま
す
。
そ

ば
を
打
っ
た
後
に
出
る
切
れ
は
し
も
捨

て
ず
に
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

う
い
う
体
験
に
よ
り
、
食
べ
物
を
粗
末

に
し
な
い
と
い
う「
食
育
」に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
地
域
の
食
文
化
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
郷
土
愛
を
養
い
、
将
来
の
北

広
島
町
を
担
う
人
へ
育
っ
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

そばの花

子どもそば打ち大会

そば

◇
さ
ら
な
る
挑
戦

　

平
成
12
年
に
「
日
本
新
そ
ば
ま
つ

り
」
を
開
催
し
、
豊
平
の
そ
ば
ま
つ
り

は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
15
年
か
ら
、「
豊

平
流
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
制
度
」
を
実

施
し
て
お
り
、
現
在
、
そ
ば
打
ち
の
有

段
者
は
、
広
島
県
内
外
３
６
０
人
を
超

え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
同
じ
く
平

成
15
年
、
高
血
圧
予
防
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
る
ル
チ
ン
を
多
く
含
む
そ
ば
の

新
品
種
「
と
よ
む
す
め
」
が
農
林
水
産

省
に
命
名
登
録
さ
れ
、
現
在
、
栽
培
農

家
１
５
５
戸
、
栽
培
面
積
57
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
び
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
と
手

打
ち
の
技
術
に
よ
り
、
こ
だ
わ
り
の
そ

ば
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
豊
平
手
打
ち
そ
ば
保
存
会
の
さ
ら
な

る
挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

《
会
員
募
集
》

　
豊
平
手
打
ち
そ
ば
保
存
会
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
そ
ば
打
ち
に

興
味
が
あ
る
方
、
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
豊
平
手
打
ち
そ
ば
保
存
会
事
務
局　

　
（
豊
平
支
所
産
業
建
設
課
内
）

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
２
４

豊
平
手
打
ち
そ
ば
保
存
会

～
地
域
と
共
に

歩
ん
で
き
た
25
年
～

そばまつりアシスタント
「とよむすめ」（二代目）

12Public Relations Kitahiroshima
2013.3



　
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る
が
ん
検
診

　
の
受
診

　
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
方
に
、
そ

れ
ぞ
れ
、「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。
検
診
の
受

診
期
間
は
、
３
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
こ
と
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
北
広
島
町
食
育
講
演
会

　
平
成
24
年
度
北
広
島
町
食
育
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
20
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

演
題　
あ
の
！
タ
ニ
タ
食
堂
に
学
ぶ
！

　
　
　
お
い
し
く
食
べ
て
楽
食
健
美
！！

講
師　
株
式
会
社
タ
ニ
タ
管
理
栄
養
士

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
１
８
６
４

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
北
広
島
町
献
血
事
業
に
ご
協
力

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
も
町
内
６
会
場
に
お
い

て
４
０
０
㎖
献
血
を
行
い
２
９
５
名
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
献
血
し
て
い
た
だ
い
た

血
液
は
、
輸
血
用
血
液
や
血
漿
分
画
製

剤
と
し
て
患
者
さ
ん
の
治
療
に
用
い
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
■
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
定
期
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
３
月
募
集

を
行
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅

　
　
琴
谷
団
地　
　
２
戸　
　
（
豊
平
）

　
　
犬
追
原
団
地　
２
戸　
　
（
大
朝
）

申
込
受
付
期
間

　
　
３
月
４
日（
月
）～
３
月
11
日（
月
）

※
入
居
可
能
日
は
４
月
１
日
以
降
と
な

　
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
受
付
期
間

終
了
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

■
町
有
千
代
田
住
宅
入
居
者
募
集

　
町
有
千
代
田
住
宅（
旧
雇
用
促
進
住

宅
）の
入
居
者
を
先
着
順
で
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係 

IP
☎
１
８
６
０

■
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
随
時
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
を
先
着
順
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
ま
た
は
各
支
所
の
産
業
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
八
幡
団
地（
芸
北
）

　
特
公
賃
・
雄
鹿
原
団
地（
芸
北
）

　
特
公
賃
・
上
市
団
地（
大
朝
）

　
特
公
賃・松
崎
団
地・単
身
用（
豊
平
）

　
犬
追
原
団
地（
大
朝
）

　

＊
犬
追
原
団
地
は
、「
65
歳
以
上
の

　

方
」ま
た
は「
身
体
に
障
害
の
あ
る

　
方
」が
対
象
で
す
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４

がん検診を受けよう！
イメージキャラクター

「体脂肪計タニタの社員食堂」　
健康的なレシピ満載で

ベストセラーとなったレシピ本です。
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…
問
い
合
わ
せ
先

問

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ
　

　
　
　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ



問 北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　 IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６
　 Webサイト http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

企　　業　　名 募 集 職 種
● 正社員の募集

（医）明和会 介護支援専門員・介護職・看護師
とよひら小規模多機能ホーム 介護職

（医）社団慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）,看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）・介護職

（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

焼肉 河九 調理
広島北ホテル 調理師・レストランホールスタッフ
今井運送（株） 大型ウイング運転手（10～15ｔ）

（有）八重製材所 住宅の施工管理
(株)千代田工務店 土木技術者・土木作業員
(株)広栄建設産業 建設業

（有）エルモ 美容業務全般（美容室）
Life shop かわすみ 食品スーパー内業務全般

立川医院 看護師（正・准）
（有）中越木材 木材の伐採、運搬
(株)竹下生コン 品質管理、大型運転手

(株)輝陽 作業員（医療廃棄物処分）
特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

デイサービスセンター やすらぎ 看護師（正・准）
丸二(株) 食品添加物製造・梱包作業

（株）スミヨシドコモショップ 千代田店 接客販売
徳山産業(株) プレス工員

（有）ハナキ保険企画 営業
● パートの募集

特別養護老人ホーム やまゆり 看護師
とよひら小規模多機能ホーム 介護職
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職、調理員

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー
（医）せがわ会 通所・訪問介護事業所 ヘルパー職員

（株）ワークスタッフ 広島営業所 作業員，レジ業務、倉庫内ピッキング作業
（株）ワールドインテック 型枠の組立・解体・清掃業務
千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 キャディ・調理師・スタート室スタッフ
西川物産（株）千代田工場 内職、工場内作業

新広島ヤクルト販売（株） 千代田センター 乳製品販売（食品販売）
ローソン 千代田インター店 コンビニ店員

（有）種浦商店セブンイレブン広島 千代田インター店 コンビニ店員
ガスト広島 千代田店 ホール・調理

八剣伝 千代田店 ホール・調理
広島北ホテル フロント、カウンター、バーテンダー、レストラン

（株）どんぐり村 接客
（株）むさし 接客販売・調理補助

（株）フレスタサンクス店 レジ・総菜・食堂・品出し部門
（有）新見仕出し店 調理補助・販売

へんぽこ茶屋 調理・接客、もち製造
（株）Aコープ中国 Aコープちよだ店 レジ

Life shop かわすみ レジ・陳列、販売〔花屋〕
（株）タック 交通誘導警備員

(株)ミチコーポレーション ウェブサイト制作・商品開発

２月４日現在 届出順
企　　業　　名 募 集 職 種

● パートの募集
（有）つかさランドリー クリーニング受付・コインランドリー管理
おおあさ鳴滝露天温泉 調理・配膳・清掃

和食　みや島 配膳・食器洗い
立川医院 看護師（正・准）

（株）さんびる 清掃業務
阪神畜産（株） 畜舎内外の管理
（有）エルモ 美容業務全般（美容室）

お好み焼　三八　松浦 調理補助・接客
（株）サルボ両備　寒曳売店 調理・レジ・商品補充・清掃

（有）八重製材所 接客販売
レストハウス大朝 接客・調理・レジ

サンケイサービス（株） 経理事務補助、工場内作業
デイサービスセンター やすらぎ 看護師（正・准）

（株）タカキベーカリー 千代田工場 生産、工務
日本郵便（株） 郵便配達

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

■求人情報
　きたひろネットの文字放送にも求人情報を掲
載しています。広報紙掲載文、きたひろネット
掲載文とも、すでに募集が終了している場合も
ありますので、くわしくは北広島町求人情報セ
ンターへお問合せください。
問 北広島町求人情報センター（企画課立地定
　住推進室内）ＩＰ☎ 050-5812-1856

アザレアからのお知らせ
＜アザレア千代田　歓送迎会＞

平成24年2月から4月下旬まで(ご異動者粗品進呈）
　会席コース・鍋コース 3,500円～（4名様より） 

　　各コース＋1,500円で２時間飲み放題
　　　　　　　　　（送迎についてはご相談ください。）
　　　　＜アザレアセラミック湯＞　　
お風呂で体をリフレッシュ！営業時間12：00～19：30
　アザレア千代田・千代田運動公園
　　　　　◆お問い合わせ 　☎０８２６－７２－７５００

広告
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（栄田　このみさん
 　　美和小学校２年）

 優秀賞

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［相談室専用］
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

カニの送りつけ商法に注意！

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Human rights 人権標語

気をつけよう
ことばは人を
きずつける

相談
　魚介類を扱う業者から電話があり、いきなり
世間話のように「今の時期何が食べたいか」と
聞かれた。思わず「カニかねえ」と答えたところ、
買うとは一言も言っていないのに、「今カニを
送ったよ。もう返せないよ」と言われた。驚い
て「なぜ送るのか」と反論したが「今食べたい
と言ったじゃないか」と怒鳴られた。代金引換
の宅配便で送ってくるらしい。業者名や電話番
号を聞いたが「教える必要はない。品物が届け
ばわかる」と教えてもらえず、らちが明かない
と思って電話を切ったところ、またすぐ電話が
あり「一方的に切ったな。カニは送る」と言わ
れた。実際送られてきたらどうしたらよいか。

（70 歳代　女性）
（参考：国民生活センター発行 メルマガ見守り新鮮情報 NO.152 より）

アドバイス
●突然カニなど魚介類の勧誘などの電話があり、

「買うと言っていないのに商品が送られてきた」
「断ったのに商品を送ると言われた」などという
送りつけ商法の相談が後を絶ちません。
●事例の他に、「認知症の父に毎週カニが送られ
てきて、その度に支払いをしてしまっている」「取
引をしたことがある業者と勘違いさせられた上、
強引に契約を迫られた」などといったケースもあ
ります。
●勧誘されても必要がなければきっぱりと断るこ
とが大切です。
●承諾していないのに一方的に商品が送りつけら
れて来ても、支払いの義務はなく、受け取る必
要もありません。宅配業者に受け取り拒否をしま
しょう。業者の連絡先などが分からないことが多
いため、商品を受け取り支払ってしまうと、代金
を取り戻すことが難しくなります。安易に受け取
らないようにしましょう。

４月１日（月）

［１月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,905 人 （24 減）

    転　入 39 人

    転　出 34 人

　 出　生 5 人

　 死　亡 34 人

    世帯数 8,386 世帯 （6 増）

２月 28 日（木）

●国民健康保険税［９期］

●国民健康保険税［８期］
●後期高齢者医療保険料［８期］
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心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課福祉係　　　IP ☎１８５１

　
Stop

費者トラブル消
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寒
さ
の
割
に
雪
が
少
な
い
冬
で
し
た
。
こ
の
頃

は
、
日
が
射
す
と
気
温
が
上
が
り
ま
す
が
、
芽
生

え
の
春
は
も
う
少
し
先
の
よ
う
で
す
。

ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
は
道
端
や
草
原
、
湿
原
な
ど
、

明
る
い
場
所
で
見
か
け
る
一
年
生
の
ツ
ル
植
物
で

す
。
盛
夏
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
、
直
径
３
ミ
リ
ほ
ど

の
小
さ
な
花
を
た
く
さ
ん
付
け
ま
す
。

ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
の
仲
間
は
と
て
も
変
わ
っ
た
生

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
花
を
咲
か
せ
、
実
を
付
け

る
点
で
は
、
他
の
植
物
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
名

前
の
と
お
り
、
根
も
、
そ
し
て
葉
も
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
種
か
ら
芽
生
え
た
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
は
、
適

当
な
植
物
を
見
付
け
て
絡
み
付
き
、
接
し
て
い
る

部
分
か
ら
栄
養
を
奪
い
な
が
ら
生
長
し
ま
す
。
体

が
大
き
く
な
れ
ば
、
接
す
る
部
分
も
多
く
な
る
の

で
、
よ
り
多
く
の
栄
養
を
奪
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
し
て
、
生
長
し
た
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
は
、
大
き

な
網
の
よ
う
に
植
物
に
覆
い
被
さ
り
ま
す
。

ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
の
よ
う
な
生
き
方
は「
寄
生
」

と
呼
ば
れ
、
栄
養
を
提
供
す
る
方
の
生
物
を「
宿

主
」と
呼
び
ま
す
。
コ
ナ
ラ
に
寄
生
す
る
ヤ
ド
リ

ギ
、
ス
ス
キ
に
寄
生
す
る
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
な
ど
、

寄
生
植
物
と
宿
主
の
関
係
は
決
ま
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
の
で
す
が
、
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
の
お
も
し
ろ

い
と
こ
ろ
は
、
様
々
な
植
物
を
宿
主
に
で
き
る
こ

と
で
す
。
自
然
再
生
事
業
が
行
わ
れ
た
霧
ヶ
谷
湿

原
で
は
、
網
の
よ
う
に
覆
い
被
さ
っ
た
ネ
ナ
シ
カ

ズ
ラ
が
、
あ
る
部
分
で
は
ミ
ゾ
ソ
バ
か
ら
、
あ
る

部
分
で
は
ヨ
モ
ギ
か
ら
栄
養
を
奪
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
に
寄
生
さ
れ
た
植
物
は
、
葉
の

色
が
変
わ
り
、
弱
り
ま
す
。
葉
緑
体
を
持
た
な
い

ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
は
、
植
物
な
の
に
自
分
で
栄
養
を

作
ら
ず
、
他
の
種
に
頼
っ
て
い
る
迷
惑
な
植
物
の

よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
そ
も
そ
も
生
物
は
、
一
種

だ
け
で
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
光
合

成
が
で
き
る
植
物
さ
え
、
微
生
物
や
動
物
の
お
か

げ
で
栄
養
を
得
た
り
、
種
を
運
ん
で
も
ら
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
多
く
の
植
物

で
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
が
生
き
る
こ
と
を
支
え
て
い
る
、

と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

私
た
ち
人
間
も
、
完
全
な
人
な
ど
居
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
の
繋
が
り
や
、
思
い
や
り
が

生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
み
ん
な
が
完
璧
な
人
に

な
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
は
ど
こ
か
欠
け
て

い
て
も
、
互
い
に
い
た
わ
り
合
い
、
補
い
合
え
る

人
達
の
方
が
自
然
な
姿
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
の
生
き
方
は
、
そ
ん
な「
生
か
さ

れ
て
い
る
」と
い
う
形
を
体
現
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）


